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キューイングおよびスケジューリングについて
トラフィックのキューイングとは、パケットの順序を設定して、データの入力と出力の両方に

適用することです。デバイスモジュールでは複数のキューをサポートできます。これらのキュー

を使用することで、さまざまなトラフィッククラスでのパケットのシーケンスを制御できま

す。[テールドロップのしきい値を設定することもできます。（You can also set taildrop
thresholds.）]デバイスでは、設定したしきい値を超えた場合にだけパケットがドロップされま
す。

トラフィックのスケジューリングとは、トラフィックの一貫したフローを実現するために、パ

ケットを必要な頻度で定期的に出力することです。トラフィックのスケジューリングをさまざ

まなトラフィッククラスに適用することで、プライオリティによってトラフィックに重み付け

を行うことができます。

キューイングおよびスケジューリングのプロセスによって、トラフィッククラスに割り当てら

れる帯域幅を制御することができるので、ネットワークにおけるスループットと遅延の望まし

いトレードオフを実現できます。
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クラスマップの変更
システム定義のキューイングクラスマップが提供されます。

提供されるシステム定義のキューイングクラスマップを変更することはできません。（注）

輻輳管理
出力パケットについては、次のいずれかの輻輳管理方式を選択できます。

•最小データレートをキューに割り当てる帯域幅を指定する方式。

•トラフィックのクラスに対して最小および最大データレートを強制する方式。これによ
り、余分なパケットがキューに保持され、出力レートがシェーピングされます。

•トラフィックのクラスに対するすべてのデータをプライオリティキューに割り当てる方
式。残りの帯域幅は、デバイスによって他のキュー間で分配されます。

トラフィックシェーピング
トラフィックシェーピングでは、インターフェイスから出力されるトラフィックを制御して、

リモートターゲットインターフェイスの速度にフローを合わせ、指定されているポリシーに

トラフィックを準拠させることができます。ダウンストリーム要件を満たすために、特定のプ

ロファイルに適合するトラフィックをシェーピングすることができます。トラフィックシェー

ピングは、データレートの不一致があるトポロジのボトルネックを解消します。

トラフィックシェーピングは、各ポートの出力キューに最大トラフィックレートを強制する

ことで、パケットフローを制御および均一化します。しきい値を超えたパケットはキューに配

置され、後で送信されます。トラフィックシェーピングはトラフィックポリシングと似てい

ますが、パケットはドロップされません。パケットがバッファに入れられるため、トラフィッ

クシェーピングでは、（キュー長に基づく）パケット損失が最小限に抑えられ、TCPトラ
フィックに対してより優れたトラフィック動作が実現します。

トラフィックシェーピングを使用して、使用可能な帯域幅へのアクセスの制御、トラフィック

に対して設定されたポリシーへのトラフィックの確実な準拠、およびトラフィックのフロー規

制を実施することにより、出力トラフィックがそのリモートインターフェイスやターゲット

インターフェイスのアクセス速度を超過したときに発生する可能性のある、輻輳を回避するこ

とができます。たとえば、ポリシーによって、アクセスレートがインターフェイス速度を上

回っていても、そのインターフェイスのレートが（平均で）特定のレートを上回るべきではな

いとされている場合に、帯域幅へのアクセスを制御できます。
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キューイングおよびスケジューリングの前提条件
キューイングおよびスケジューリングの前提条件は、次のとおりです。

•モジュラ QoS CLIについて理解している。

•デバイスにログインしている。

キューイングとスケジュールの構成の注意事項と制約事

項
キューイングおよびスケジューリングの設定に関する注意事項および制約事項は、次のとおり

です。

• Nexus 3600スイッチは、QoSポリシーで 8つのキュー構成のみをサポートします。より少
ないキューを構成できますが、サポートされていません。

• showコマンド（internalキーワード付き）はサポートされていません。

•デバイスは、システムレベルのキューイングポリシーをサポートしているため、キュー
イングポリシーを設定する場合は、システムのすべてのポートに影響を与えます。

• type queuingポリシーは、システムまたは入力/出力トラフィックの個別のインターフェイ
スだけに結合できます。

•変更には中断が伴います。指定したポートタイプのポートを通過するトラフィックでは、
短期間のトラフィック損失が発生する可能性があります。指定したタイプのポートがすべ

て影響を受けます。

•パフォーマンスに影響が出ることがあります。1つまたは複数の指定されたタイプのポー
トが、新規キューの動作を定義するために適用されたキューイングポリシーが存在しない

場合、そのキューに対するトラフィックマッピングはパフォーマンスの低下が発生する可

能性があります。

•トラフィックシェーピングは、パケットがキューイングされると、ストアアンドフォワー
ドモードにフォールバックするため、キューイングによるパケットの遅延が大きくなる

可能性があります。

• 1つのクラスマップキューの優先順位を構成する場合、そのキューのプライオリティレ
ベルを構成する必要があります。複数のクラスマップキューの優先順位を構成する場合

は、キューごとに優先順位を構成する必要があります。

解決の順序

プライオリティグループのキュー制限は、次の順序で解決されます。

キューイングおよびスケジューリングの設定
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•インターフェイス入力キューイングポリシー（適用され、そのクラスに queue-limit構成
が指定されている場合）。

•システム入力キューイングポリシー（適用され、そのクラスに queue-limit構成が指定さ
れている場合）。

キューイングおよびスケジューリングの設定
キューイングおよびスケジューリングを設定するには、出力インターフェイスに適用する、タ

イプキューイングのポリシーマップを作成します。システム定義のクラスマップを変更する

ことができ、それらをポリシーマップ内で使用して、ポリシーの適用先となるトラフィックの

クラスを定義します。

任意のキューで、輻輳回避機能（テールドロップが含まれる）を構成できます。

出力キューでは、いずれかの出力輻輳管理機能（プライオリティ、トラフィックシェーピン

グ、帯域幅など）を設定できます。

システム定義ポリシーマップである default-out-policyは、キューイングポリシーマップを適
用しないすべてのポートに付加されます。デフォルトポリシーマップは設定できません。

タイプキューイングポリシーの設定

入力のためのタイプキューイングポリシーは、特定のシステムクラスのトラフィックをスケ

ジューリングする場合に使用します。type queuingポリシーはQoSグループで識別され、シス
テムまたは入力または出力トラフィックの個別のインターフェイスに結合できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing policy-name

3. class type queuing class-name

4. priority
5. no priority
6. shape {kbps | mbps | gbps} burst size min minimum bandwidth

7. bandwidth percent percentage

8. no bandwidth percent percentage

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシー

のセットを表す名前付きオブジェクトを作成しま

policy-map type queuing policy-nameステップ 2

キューイングおよびスケジューリングの設定
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目的コマンドまたはアクション

す。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハ
イフン、または下線文字を使用でき、大文字と小文

字が区別されます。

クラスマップをポリシーマップに関連付け、指定

されたシステムクラスのコンフィギュレーション

モードを開始します。

class type queuing class-nameステップ 3

このクラスの該当するトラフィックが完全プライオ

リティキューにマッピングされるよう指定します。

priorityステップ 4

（任意）このクラスのトラフィックから完全プライ

オリティキューイングを削除します。

no priorityステップ 5

このキューにバーストサイズと最小保証帯域幅を指

定します。

shape {kbps | mbps | gbps} burst size min minimum
bandwidth

ステップ 6

クラスに重みを割り当てます。完全プライオリティ

キューがない場合、クラスはインターフェイス帯域

bandwidth percent percentageステップ 7

幅に割り当てられたパーセンテージを受け取りま

す。ただし、完全プライオリティキューが存在する

場合は、それが帯域幅の共有を最初に受け取りま

す。残りの帯域幅は、帯域幅のパーセンテージで設

定されたクラス間の重み付けに基づいて共有されま

す。たとえば、完全プライオリティキューが帯域幅

の 90パーセントを占めている状況で、あるクラス
に75パーセントの重み付けが設定されている場合、
そのクラスは帯域幅の残りの 10パーセントのうち
の 75パーセントを受け取ることになります。

まず class-defaultと class-fcoeのデフォルト
の帯域幅設定を小さくすれば、そのクラス

に帯域幅を正常に割り当てることができま

す。

（注）

（任意）このクラスから帯域の指定を削除します。no bandwidth percent percentageステップ 8

入力キューイングポリシーを使用したキュー制限の構成

各ポートに専用のバッファが必要な場合があります。このために入力キューイングポリシーを

使用できます。

手順の概要

1. configure terminal

キューイングおよびスケジューリングの設定
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2. policy-map type queuing policy-map-name

3. class type queuing c-in-q1

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

ポリシーマップキューイングクラスモードを開始

し、タイプキューイングポリシーマップに割り当

てられたポリシーマップを識別します。

policy-map type queuing policy-map-nameステップ 2

タイプキューイングのクラスマップを付加し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

class type queuing c-in-q1ステップ 3

ます。クラスキューイング名は、「システム定義の

タイプキューイングクラスマップ」の表に示され

ています。

クラスに関連付けられた qos-groupは、シ
ステム qosで適用される network-qosポリ
シーで no-dropクラスとして定義する必要
があります。

（注）

X9636C-Rおよび 9636Q-Rラインカードお
よび C9508-FM-Rファブリックモジュー
ル（Cisco Nexus 9508スイッチ内）では、
最大 8つの入力キューがサポートされま
す。範囲は c-in-8q-q-default〜c-in-8q-q1〜
7です。

（注）

輻輳管理の設定
次の輻輳管理方式のうちいずれか 1つだけをポリシーマップで設定できます。

• bandwidthコマンドと bandwidth remainingコマンドは同じです。どちらを構成しても同
じ結果が得られます。

• bandwidthコマンドまたは bandwidth remainingコマンドを使用して、最小のデータレー
トをキューに割り当てます。

• bandwidthコマンドまたは bandwidth remainingコマンドを使用して、最小のデータレー
トをキューに割り当てます。

• priorityコマンドを使用して、トラフィックのクラスに対するすべてのデータをプライオ
リティキューに割り当てる方式。bandwidthコマンドまたは bandwidth remainingコマン

キューイングおよびスケジューリングの設定
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ドを使用して、残りのトラフィックを非プライオリティキュー間で分配できます。デフォ

ルトでは、残りの帯域幅はシステムによって非プライオリティキュー間で均等に分配され

ます。

• shapeコマンドを使用して、最小および最大のデータレートをキューに割り当てる方式。

選択する輻輳管理機能に加えて、次のいずれかのキュー機能をポリシーマップの各クラスで設

定できます。

•キューサイズとキュー制限の使用に基づくテールドロップしきい値。

テールドロップの設定

しきい値を設定することにより、出力キューでテールドロップを構成できます。しきい値を超

えるパケットはすべて、デバイスによってドロップされます。しきい値は、キューで使用され

るキューサイズまたはバッファメモリに基づいて指定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map [type queuing] [match-first] [policy-map-name]
3. class type queuing class-name

4. queue-limit {queue-size [bytes | kbytes | mbytes] | dynamic value}
5. [（任意）他のキュークラスに対するテールドロップしきい値を割り当てるには、ステッ
プ 2および 3を繰り返します。（(Optional) Repeat Steps 2 and 3 to assign tail drop thresholds
for other queue classes.）]

6. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

policy-map [type queuing] [match-first]
[policy-map-name]

例：

ステップ 2

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文
字の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、

大文字と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
egr-queuing-policy-1
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

class type queuing class-name

例：

ステップ 3

ます。クラスキューイング名は、前述の「システム

キューイングおよびスケジューリングの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-8q-q7
switch(config-pmap-c-que)#

定義のタイプキューイングクラスマップ」表に示

されています。

バイト、キロバイト、メガバイト単位のキューサイ

ズに基づいてテールドロップしきい値を割り当てる

queue-limit {queue-size [bytes | kbytes | mbytes] |
dynamic value}

例：

ステップ 4

か、使用可能な空きセルの数に応じてキューのしき

い値サイズを動的に決定できるようにします。指定switch(config-pmap-c-que)# queue-limit 1000 mbytes
したしきい値を超えるパケットは、デバイスによっ

てドロップされます。

バイトベースのキューサイズの有効な値は 1～
83886080です。ダイナミックキューのサイズの有
効な値は次の 0～ 10です。

[（任意）他のキュークラスに対するテールドロッ
プしきい値を割り当てるには、ステップ 2および 3

ステップ 5

を繰り返します。（(Optional) Repeat Steps 2 and 3 to
assign tail drop thresholds for other queue classes.）]

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

ステップ 6

したタイプキューイングのポリシーマップ、また

はデフォルトの出力キューイングポリシーについ

て、情報を表示します。
switch(config-pmap-c-que)# show policy-map type
queuing egr-queuing-policy-1

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

帯域幅および帯域幅の残量の設定

最小のインターフェイス帯域幅（%）をキューに割り当てるように、出力キューの帯域幅およ
び残りの帯域幅を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuingclass-name

4. インターフェイス帯域幅の最小レートを割り当てるか、または残りの帯域幅の割合を割り

当てます。

•帯域幅の割合：

bandwidth {percent percent}

キューイングおよびスケジューリングの設定

8

キューイングおよびスケジューリングの設定

帯域幅および帯域幅の残量の設定



•残りの帯域幅の割合：

bandwidth remaining percent percent

5. （任意）他のキュークラスに対するテールドロップしきい値を割り当てるには、ステッ

プ 3および 4を繰り返します。
6. exit
7. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

ステップ 2

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文
字の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、

大文字と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
shape_queues
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

class type queuingclass-name

例：

ステップ 3

ます。クラスキューイング名は、前述の「システムswitch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-8q-q1
switch(config-pmap-c-que)#

定義のタイプキューイングクラスマップ」表に示

されています。

インターフェイス帯域幅の最小レートを割り当てる

か、または残りの帯域幅の割合を割り当てます。

ステップ 4 •帯域幅の割合：

基になるインターフェイスのリンクレートの割

合としてインターフェイス帯域幅の最小レート•帯域幅の割合：
を出力キューに割り当てます。範囲は 0～ 100
です。

bandwidth {percent percent}
•残りの帯域幅の割合：

この例では、帯域幅を基になるリンクレートの

最小 25%に設定しています。
bandwidth remaining percent percent

例：
•残りの帯域幅の割合：•帯域幅の割合：
残りの帯域幅の割合をこのキューに割り当てま

す。範囲は 0～ 100です。
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent
25

•残りの帯域幅の割合： この例では、このキューの帯域幅を残りの帯域

幅の 25%に設定しています。switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining
percent 25

キューイングおよびスケジューリングの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）他のキュークラスに対するテールドロッ

プしきい値を割り当てるには、ステップ 3および 4
を繰り返します。

ステップ 5

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

ステップ 6

switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

ステップ 7

したタイプキューイングのポリシーマップ、また

はデフォルトの出力キューイングポリシーについ

て、情報を表示します。
switch(config-pmap-c-que)# show policy-map type
queuing shape_queues

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config)# copy running-config
startup-config

プライオリティの設定

プライオリティを指定しない場合、システム定義の出力 pqキューは標準キューと同様に動作
します。

出力プライオリティキューで設定できるプライオリティのレベルは 1レベルだけです。ポリ
シーマップの適用先となるモジュールのタイプに対応した、システム定義のプライオリティ

キュークラスを使用します。

非プライオリティキューについては、各キューに割り当てる残りの帯域幅の量を設定できま

す。デフォルトでは、デバイスは残りの帯域幅を非プライオリティキューに均等に配分しま

す。

プライオリティキューが設定されている場合、もう一方のキューは、同じポリシーマッ

プで残りの帯域幅しか使用できません。プライオリティキューは、どのキューにでも構

成できます。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuing class-name

4. priority [level value]
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5. class type queuingclass-name

6. bandwidth remaining percent percent

7. （任意）他の非プライオリティキューに対する残りの帯域幅を割り当てるには、ステッ

プ 5～ 6を繰り返します。
8. exit
9. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
10. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

ステップ 2

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文
字の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、

大文字と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
priority_queue1
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

class type queuing class-name

例：

ステップ 3

ます。クラスキューイング名は、前述の「システswitch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-8q-q1
switch(config-pmap-c-que)#

ム定義のタイプキューイングクラスマップ」表に

示されています。

このキューをプライオリティキューとして選択し

ます。サポートされているプライオリティレベル

は 1レベルだけです。

priority [level value]

例：

switch(config-pmap-c-que)# priority

ステップ 4

（任意）タイプキューイングのクラスマップを設

定し、ポリシーマップクラスキューイングモード

class type queuingclass-name

例：

ステップ 5

を開始します。クラスキューイング名は、前述のswitch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q2
switch(config-pmap-c-que)#

「システム定義のタイプキューイングクラスマッ

プ」表に示されています。

残りの帯域幅を設定する非プライオリティキュー

を選択します。デフォルトでは、残りの帯域幅はシ

ステムによって非プライオリティキュー間で均等

に分配されます。

（任意）残りの帯域幅の割合をこのキューに割り当

てます。範囲は 0～ 100です。
bandwidth remaining percent percent

例：

ステップ 6

キューイングおよびスケジューリングの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining
percent 25

（任意）他の非プライオリティキューに対する残

りの帯域幅を割り当てるには、ステップ 5～ 6を
繰り返します。

ステップ 7

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

ステップ 8

switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、す

べてのタイプキューイングのポリシーマップ、選

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

ステップ 9

択したタイプキューイングのポリシーマップ、ま

たはデフォルトの出力キューイングポリシーにつ

いて、情報を表示します。
switch(config)# show policy-map type queuing
priority_queue1

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

switch(config)# copy running-config
startup-config

トラフィックシェーピングの設定

出力キューでトラフィックシェーピングを設定し、出力キューに最小および最大レートを強制

できます。

キューのトラフィックシェーピング設定は、同じポリシーマップ内でプライオリティや

帯域幅に依存しません。

（注）

始める前に

パケットのランダム検出の下限および上限しきい値を設定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuing class-name

4. shape min value {bps | gbps | kbps | mbps | pps} max value {bps | gbps | kbps | mbps | pps}
5. （任意）他のキュークラスに対するテールドロップしきい値を割り当てるには、ステッ

プ 3および 4を繰り返します。
6. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]

キューイングおよびスケジューリングの設定
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7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

ステップ 2

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文
字の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、

大文字と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
shape_queues
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

class type queuing class-name

例：

ステップ 3

ます。クラスキューイング名は、前述の「システムswitch(config)# class type queuing c-out-q-default
switch(config-pmap-c-que)# 定義のタイプキューイングクラスマップ」表に示

されています。

出力キューの最小および最大ビットレートを割り当

てます。デフォルトのビットレートは bpsです。
shape min value {bps | gbps | kbps | mbps | pps} max
value {bps | gbps | kbps | mbps | pps}

例：

ステップ 4

この例では、最小レート10bps（ビット/秒）および
最大レート 100 bpsにトラフィックをシェーピング
しています。

switch(config-pmap-c-que)# shape min 10 bps max
100 bps

（任意）他のキュークラスに対するテールドロッ

プしきい値を割り当てるには、ステップ 3および 4
を繰り返します。

ステップ 5

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

ステップ 6

したタイプキューイングのポリシーマップ、また

はデフォルトの出力キューイングポリシーについ

て、情報を表示します。
switch(config)# show policy-map type queuing
shape_queues

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

キューイングおよびスケジューリングの設定
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システムでのキューイングポリシーの適用
システムのキューイングポリシーをグローバルに適用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. system qos
3. service-policy type queuing output {policy-map-name | default-out-policy}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

システム qosモードを開始します。system qos

例：

ステップ 2

switch (config)# system qos
switch (config-sys-qos)#

ポリシーマップをシステムの入力パケットまたは出

力パケットに追加します。

service-policy type queuing output {policy-map-name |
default-out-policy}

例：

ステップ 3

outputキーワードは、そのポリシーマッ
プがインターフェイスの送信トラフィック

に適用される必要があることを示します。

（注）
switch (config-sys-qos)# service-policy type
queuing map1

システムをデフォルトのキューイングサー

ビスポリシーに戻すには、このコマンド

の no形式を使用します。

（注）

キューイングおよびスケジューリングの設定の確認
キューイングおよびスケジューリングの設定を確認するには、次のコマンドを使用します:

目的コマンド

設定済みのすべてのクラスマップ、すべての

タイプキューイングのクラスマップ、または

選択したタイプキューイングのクラスマップ

について、情報を表示します。

show class-map [type queuing [ class-name]]

キューイングおよびスケジューリングの設定
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目的コマンド

設定済みのすべてのポリシーマップ、すべて

のタイプキューイングのポリシーマップ、ま

たは選択したタイプキューイングのポリシー

マップ、またはデフォルトの出力キューイン

グポリシーについて、情報を表示します。

show policy-map [type queuing [policy-map-name
| default-out-policy]]

システムの設定済みのすべてのポリシーマッ

プに関する情報を表示します。

show policy-map system

キューイングおよびスケジューリングの設定例
ここでは、キューイングおよびスケジューリングの構成例を示します。

例：トラフィックシェーピングの設定

次に、1000パケット/秒（pps）でトラフィックシェーピングを設定する例を示します。
configure terminal
class-map type queuing match-any c-out-8q-q1
match qos-group 1

class-map type queuing match-any c-out-8q-q2
match qos-group 1

policy-map type queuing pqu
class type queuing c-out-8q-q1
shape min 100 pps max 500 pps
class type queuing c-out-8q-q2
shape min 200 pps max 1000 pps

show policy-map type queuing pqu

キューイングおよびスケジューリングの設定
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